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遠くの山が白くなったある日… 
朝から降っていた冷たい雨 
いつのまにか静かになって 
気がつくと 
やわらかな白い雪 
 
そしてそれは日毎に天から舞い降りて 
いつのまにか街を包みこむ 
…白い季節の到来 
 
静寂な白の中 
それぞれの色をもった生き物たち 
そしてなにより多種多様な色をもつ子どもたち 
その色を鮮やかに映しだすのも一面の白 
 
静かにそして鮮やかに 
子どもたちを映しだすあたたかな雪でありたい 
 

ぴぴっと(PPT)とは…Paper（新聞） Practice（実践）Theory（理論）Philanthropy（社会貢献） 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あたかも 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぴぴっと(PPT)研究会主な活動：①新聞関係各種講習会②子どもぴぴっとクラブ③ぴよぴよぴぴっとクラブ④新聞を読んで今を語る会（通称：

まうすりい）⑤ぴぴっと相談室（子育て・新聞づくり企画アドバイスなど）⑥広報活動（会報＆ホームページ www.npo2000.net/~ppt/等々） 
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あ
ら
か
る
と 

二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
四
月
吉
日
、
ぴ
ぴ
っ

と
（
Ｐ
Ｐ
Ｔ
）
研
究
会
は
活
動
を
開
始
し
た
。
折
り

し
も
、
Ｉ
Ｔ
革
命
が
席
巻
。
今
で
は 

日
本
も
高
度
情
報
社
会
に
突
入
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
普

及
に
よ
り
世
界
各
地
の
情
報
は
会
社
や
学
校
ま
た

家
庭
に
お
い
て
も
瞬
時
に
キ
ャ
ッ
チ
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
も
は
や
当
た
り
前

の
情
報
手
段
に
な
っ
て
い
る
。 

本
研
究
会
も
活
動
開
始
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
開
設
を
夢
み
、
多
く
の
人
々
の
ご
指
導
と
ご
支
援

を
い
た
だ
い
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
政

府
・
官
公
庁
・
団
体
・
教
育
機
関
・
企
業
‥
‥
そ
し

て
個
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
存
在
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
毎
日
膨
大
な
量
の
情
報

が
発
信
さ
れ
て
い
る
。 

私
た
ち
の
研
究
会
で
は
①
誰
に
情
報
を
伝
え
る

の
か
。
②
何
を
伝
え
た
い
の
か
。
（
内
容
の
コ
ン
セ

プ
ト
）
③
見
や
す
く
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
。
④
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
学
習
が

必
要
か
。
な
ど
何
も
か
も
分
か
ら
な
い
状
態
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。 

二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
十
月
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
、
初
夢
か
ら
三
年
が
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に

つ
け
て
も
、
北
上
市
立
上
野
中
の
Ｋ
君
が
創
っ
て
く

れ
た
音
楽
入
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
舌
を
ま
い
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
活
動
の
記
録
を
重
視
し
た
デ
ー
タ
バ

ン
ク
的
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
め
ざ
し
て
前
進
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
い
る
。 



 
  
  子どもの成長に応じた読み聞かせは、個人差もあり“読み聞かせはこうあるべきだ”と言うことは難

しいものです。しかし、読み聞かせの大切さや効用について理解していれば、子どもの成長や個人差に

あった本を選んで読み聞かせられるようになるのです。 

  子どもがお話を好み、読み聞かせをねだるようになったら“お話の主人公と喜びを共にできる感情が

子どもに芽生えてきた”と言えます。そして読み聞かせやお話を聞かせることは、その発達を自然にう

ながしていくことになり、物語を好む心が育ち読書のための心が耕されることになるのです。 

 読書意欲をうながす読み聞かせの効用 
本を読まない子どもは、本の愉しさがわからない子どもであり、本を読めない子

どもは、物語の世界にひたることのできない子どもになるのです。読書への意欲

をうながすためにも読み聞かせをしましょう。 
１．子どもの物語好きの心を養う。 
２．心にイメージを描く力、情景を想像する心を育てる。 
３．人の喜びや悲しみを、わがことのように喜び悲しむ心を育てる。 
４．登場人物の行動を通じて、世の中には様々な人間がいることを知る。またそ

のことを通して人間への愛情や登場人物への批判の眼が芽生えていく。 
５．知的な好奇心やいろいろなできごとを理解する能力が伸びる。 
  

  

 
 
 

さんやそう ６ 
 この花にあうたびに「釣り舟草（ツリフネソウ）とは

よく言ったもの。まさに、その草姿にマッチした名前

だ。」といつも感心してしまう。山野草には一人静（ヒ

トリシズカ）、錨草（イカリソウ）、舞い鶴草（マイズル

ソウ）、羅生門かずら（ラショウモンカズラ）など、い

かにも意味ありげで楽しい名前のものが多く、名前に関

心を持つことで入っていける世界でもある。 

 さて、当のツリフネソウであるが、山すそや谷川の水

際などでごく普通に見られる花である。ホウセンカの仲

間で種はポンとはじけて飛び散る。沢内には写真のピン

クのほかに黄色もあり、最近では白花も結構見つかり珍

しいものでなくなった。 
 あまりの愛らしさに自宅に持ち帰って栽培をしてみ 

たが、あまりの旺盛な繁殖力に恐れを

なし、掘り捨ててしまった。「いつか

この花を水割りの中に浮かべて飲ん

で見たい」などと思うのである。 

 
（沢内村 大石 信夫氏 提供） 

ツリフネソウ 

読
書
意
欲
と
読
み
聞
か
せ
２ 

 
 

読
み
聞
か
せ
の
効
用
・
・
・ 
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  沢内村せんだん保育所 
   

所 長  佐 藤 りき子 

さつまいもの栽培を通して 

 ふれあい農園は、昨年度まで山の中の畑でした

が、クマの出没のため今年度は園舎周辺の休耕田

に植えた。土がかたく少し苦労だったし、人でも

足りず草取りも思うようにいかず収穫が心配さ

れたが大きいさつまいもが収穫された。 
 とれたさつまいもは、そのものの味を味わうた

め、子どもたちはホットプレートで焼いて食べ

た。また、毎日の給食にさつまいもの天ぷらや甘

煮などに入れ、副菜やおやつに利用した。市販の

ものは食べないのに、自分で手をかけたものはお

いしそうに食べる子もいた。         

 やきいも会には、卒園児を含む近くにある２つ

の小学校の１年生を招待して、もみがらで焼き、

ホクホクホカホカのいもを食べながらおしゃべ

りもはずみ、招く側も招かれる側もとても楽しい

交流ができた。やきいも会の後、寄せられた小学

生からの感想（おれいの手紙）は、苗から育て 

たことや買ったものよりおいしかった

という内容のものが多かった。保護者

からは、子どもたちが持ち帰ったいも

を使って料理をし、子どもの反応や自

分の感想を寄せてくれた。保育所での

さつまいもの栽培について、家庭でも

関心を持つことにより、いろんな意味

で相乗効果があったと言えるのではな

いかと思う。 
 “子どもたちの生きる力を食に関す

る活動を通して、また地域の方との世

代間交流を通して、五感をはたらかせ

ながら体得させたい”との願いから始

めた農園活動も今年で 11年目、その成
果と感動を子どもたち、家族、職員で

共有できたことは大きな喜びである。 
 これからも、農園活動への取り組み

をいろいろ工夫しながら、子どもたち

の食育ができたらと思う。 
「でっかいなあ」と大喜びする子ども

たちの声に励まされながら・・・・。 
 

お
い
し
い
サ
ツ
マ
イ
モ
に 

笑
顔
満
開
で
す
。 
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園児たちは・・・？ 
 
＊  大きいいもがあって

すごかった。    （Ｄ
男） 

＊  ○○ちゃんと○○ち
ゃんといっしょにでっ
かいいもがほれて、おも
しろかった。    （M
子） 

＊  おいもを抜く時、手に
土がついて「あ～！」と
思った。おもしろかっ
た。         

          (B 男) 
 

小学生は・・・？ 

 

＊  おいもがおいしかった

よ。おいもくれてありが

とう。おいもが大きくて

おいしかったよ。せんだ

んほいくしょのが、かっ

てきたのよりおいしかっ

たよ。あそぶのもたのし

かったよ。てつぼうがい

ちばんたのしかったよ。

      （１年生 M 男）

 

家庭では・・・？ 

 

＊ 保育所からのさつまい

もをポテトチップスや、

いもごはんにして食べま

した。子どもたちは、ポ

テトチップスの方を喜ん

で食べていました。カリ

ッとしておいしくいただ

きました。 

（ Y 子 の
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         ぴぴっと研究会設立以来、念願だった 

                   

             
  

小学生の子どもたちを対象に、遊びを

通して新聞に親しみ、表現力や国語力

を自然に身につけてもらおうと、ぴぴ

っと研究会が主催している会です。 

の 

 年に7回の子どもぴぴっとクラブを、わたし達はとても楽しみにしています。なにしろ、元気のい

い子ども達とじかに触れ合える絶好の機会だからです。ただ、毎回何をねらいにしてどんなことを

させようか、とても悩みます。今回は、どのようにして子どもぴぴっとクラブの準備が進められてい

くのか、その舞台裏を少しご紹介しようと思います。

試
行
錯
誤
の
上
、
『
ぴ
ぴ
っ
と
パ
ズ
ル
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

「新聞を記事ごとに切り取って、パズル

にしたらおもしろいんじゃない！？」

「それはなかなかいいアイディアだ

ね。」 

「早速つくってみよう。」 

 

ある日の企画会議。 

「今度の子どもぴぴっとでは、新聞の

構成に気づかせたいね。どうしたらいい

だろう・・・？？？」 

 

「切るだけじゃ、紙が薄くて遊びづら

いよね。裏に台紙を張ったらいいのか

なあ。」 

 「台紙を貼る時のノリは、スティッ

クノリの方が乾いた時ベコベコしな

くていいみたい。」 

「一つ一つのピースをあまり細

かくすると、低学年の子には難

しすぎるよね。」 

「高学年の子には、これくらい

のピースでだいじょうぶかな

あ。」 

き



※ １ 新聞に関する用語や新聞名などを使ってビンゴ

するゲームです。 

※ ２ 新聞の中から見出しや罫線、写真、イラストな

どをピックアップし、それが新聞のどこにあったか

を捜すゲームです。 

参加した子ども達の反応は・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような感想を参考に 

・ 難しいことをやさしく 

・ やさしいことを深く           この三つを基本にすえて毎回内容 

・ 深いことをおもしろく               考えています。 

平成 15年度の『子どもぴぴっとクラブ』は、来年1月の一回を残すのみとなりましたが

毎回初めて参加したお子さんもすんなり溶け込めるような内容にしています。どうぞふる

ってご参加ください。 

 『子どもぴぴっとクラブ』に関するご質問は、ぴぴっと研究会まで。気軽にどうぞ。 

            

       

      

                       

 ホームページができました。遊びにきてね！ 

        

 

   

                    

      

「
※
２

こ
れ
は
ど
こ
だ
ゲ
ー
ム
」

は
勝
っ
て
や
る
と
思
い
新
聞
に

目
を
通
し
た
。
で
も
一
回
目
は
苦

戦
。
全
部
と
け
な
い
う
ち
に
終
わ

っ
た
。
二
回
目
は
チ
ー
ム
プ
レ

イ
。
あ
あ
だ
、
こ
う
だ
と
い
い
な

が
ら
全
部
問
題
を
と
け
た
と
き

は
う
れ
し
か
っ
た
。 

き
ょ
う
も
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。「
※
１

ぴ
ぴ
っ
と
ビ
ン
ゴ
」
で

二
回
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
少

し
く
や
し
か
っ
た
で
す
。
ガ
ス

の
話
は
少
し
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
じ
っ

く
り
読
ん
で
み
た
い
で
す
。 

 

き
ょ
う
ぴ
ぴ
っ
と
に
来
た
の

は
初
め
て
で
し
た
。
ど
ん
な
こ

と
を
す
る
の
か
な
あ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
一
番
楽
し
か
っ
た

こ
と
は
「
こ
れ
は
ど
こ
だ
ゲ
ー

ム
」
で
す
。
探
し
て
い
る
う
ち

に
、
誰
よ
り
も
速
く
探
し
た
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 
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チルダは、シフトを押

しながら入力してね。 
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Ｑ： 意見記事を書いてみたいのですが心がま 
えについて教えてください。 

  
№ １２                   （北上市  小学校ＰＴＡ会員）       

 
 

 
 

 
 

 

 

     ← 

 

 
 
   
 
 
  
 

入賞おめでとう OMEDETOU 入賞おめでとう omedetou オメデトウ 

2003(平成 15)年度岩手県小中学校新聞コンクール結果から抜粋 
☆ 小学校・学校新聞の部            ☆ PTA広報の部             
最優秀賞 「あすなろ」 久慈市立枝成沢小    最優秀賞 PTAみるまえ 盛岡市立見前小 
☆ 中学校・学校新聞の部 
最優秀賞 「大嶺」 浄法寺町立大嶺中 
☆ 中学校・学級新聞ファックス新聞の部 
優良賞「友愛」北上市立上野中学校 1年 D組 
☆ 小学校個人新聞の部 
2年 優秀賞 北上市立煤孫小 昆野莉奈 
2年 優秀賞 北上市立煤孫小 及川 唯 
2年 優良賞 北上市立煤孫小 加藤春花 
4年 優良賞 北上市立和賀東小 八重樫比華里 
☆ 中学校個人新聞の部 
1年 優秀賞 北上市立上野中 藤原 咲 
1年 優良賞 北上市立上野中 小原由紀香 
1年 優良賞 北上市立上野中 千田理恵 
1年 優良賞 北上市立上野中 遠藤美沙 

 論説や提言、コラムや投書などを、まとめて意見記事といいます。ニュース記事とちがって

「私はこう思う」「こうした方がよい」というような主張を前面に押し出した記事といえます。

論説や提言は、広報委員会以外の人に書いてもらう場合もあります。この場合「どのような

ことを、どんな立場で書いてほしいか」をはっきりお願いします。 
意見記事は、新聞の持つもう一つの「オピニオン・リーダー」としての一面であるとも考え

られます。 

新聞倫理綱領 
 
第1 新聞の自由 
第2 報道・評論の限界 
第3 評論の態度 
第4 公正 
第5 寛容 
第6 指導・責任・誤り 
第7 品格 

意見記事を書く場合 
 
 知っておきたいことは、新聞

倫理綱領です。新聞が公器とし

ての役割を果たすためにも、公

平、中立性が要求されます。 
  

☆ 小学校スクラップの部 
優秀賞 北上市立煤孫小 2年 長谷川奈々子 
優良賞 北上市立煤孫小 2年 酒井 涼美 
優良賞 北上市立黒沢尻北小 5年 髙橋彩野 
☆ 中学校スクラップの部 
優秀賞 北上市立上野中 1年 地下菜津美 
優良賞 北上市立上野中 1年 伊藤 駿 
優良賞 北上市立上野中 1年 高橋 海 
優良賞 北上市立上野中 1年 高橋美紗貴 
優良賞 北上市立上野中 1年 千田 理恵 
優良賞 北上市立上野中 1年 佐々木理恵 
優良賞 北上市立上野中 1年 澤田 愛 
優良賞 北上市立上野中 1年 渡辺あゆ美 
 



                                                     

     
 

              

                                          伊藤典子 

     

新聞づくりになんとなくかかわるように

なって 2年半。自然と新聞の見方も変わって

きました。最近はやたらと見出しに目が行き

ます。 

私たちの仲間の一人に、とてもセンスのい

い人がいます。彼女の担当したページは、い

つもすっきりしていて、かわいく、同じ新聞

づくりに関わる者としてとてもうらやまし

い存在なのです。先日、どうやっていつもそ

んな素敵なぺージづくりをしているのか尋

ねました。すると、彼女は一般紙を参考にし

ているというのです。そうか、そうだったか。 

実は私も前々から新聞のあちこちに出て

くるコーナー見出しが気になって仕方なか

ったのです。ごくごく小さなコーナーごとの

見出しなのですが、一つ一つが内容にふさわ

しく、しかも新聞という白黒の世界にきっち

りと主張しているのです。 

これは、そのコーナー見出しを紹介するし

かない・・・ということで、下にいっぱい並

べてみました。 

まうすりいでは、普段、新聞記事の中身に

ついてあれこれ話し合っていますが、今回は

ちょっと趣向をかえて、新聞の見出しにこだ

わってみました。たまに、こんな風に視点を

変えて新聞を見るのもおもしろいかもしれ

ません。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

                                    

                                      

                                        

                                                     

まうすりいだより 

    ⑥ 
参加者寄稿のコーナーです

新聞を読んで今を語る会(通称：まうすりい)は、複数の新聞を読み比べ、社会情勢から身近な出来事

までいろいろな事柄について、楽しくディスカッションしながら、おたがいに刺激しあって自分を高

めていくことを願いスタートした会である。ぴぴっと研究会では、平成 13年 4月より「まうすりい」

を開始。平成 15年 12月現在 34回を数える。 

毎月第 2火曜日 10時から 12時まで北上市黒沢尻北公民館を会場に開催。 

会員募集中！どなたでも大歓迎！！ 

朝日新聞より 
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皆
さ
ん
、
休
み
の
日
は
何
を
し
て
過
ご

さ
れ
ま
す
か
？
ス
ポ
ー
ツ
や
家
で
の
ん
び

り
、
イ
ヤ
、
休
み
の
日
だ
か
ら
こ
そ
家
の

掃
除
を
思
い
切
り
…
な
ど
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
主
人
と

出
か
け
る
ド
ラ
イ
ブ
。 

 

新
緑
萌
え
る
春
、
深
緑
の
夏
、
紅
葉
の

秋
、
そ
し
て
葉
を
落
と
し
雪
の
衣
装
を

纏
う
冬
。
山
々
に
囲
ま
れ
た
北
上
で
、

変
わ
り
行
く
木
々
を
見
、
四
季
そ
れ
ぞ

れ
の
風
を
感
じ
る
素
敵
な
時
間
。
時
に

は
行
き
先
で
お
い
し
い
も
の
に
出
会
い
、

幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
も
。 

 

特
に
お
気
に
入
り
の
秋
。
そ
ち
こ
ち 

が
あ
ざ
や
か
に
染
ま
る
時
季
。
里
の
草

紅
葉
が
始
ま
る
と
、
青
空
と
暖
か
い

日
差
し
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
、
普
段
は

ド
ラ
イ
ブ
嫌
い
の
子
ど
も
達
も
参
加
し

て
紅
葉
狩
り
に
出
か
け
る
。 

 

今
年
は
、
昨
年
時
期
を
逸
し
て
落
ち

葉
と
な
っ
て
い
た
早
池
峰
山
の
リ
ベ
ン 

ジ
か
ら
と
な
っ
た
紅
葉
行
脚
。
青
空
の

下
、
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
し
た
登
山
道
、

息
を
切
ら
し
な
が
ら
登
る
。
沢
に
出
た

と
こ
ろ
で
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、
キ
ラ

キ
ラ
輝
く
沢
の
水
と
色
と
り
ど
り
の

木
々
。
あ
ま
り
の
美
し
さ
思
わ
ず
出

る
た
め
息
。
残
念
な
が
ら
四
〇
分
ほ 

ど
登
っ
た
と
こ
ろ
で
下
山
す
る
。
そ
し

て
足
腰
を
鍛
え
て
ま
た
来
年
来
る
こ

と
を
、
子
ど
も
と
約
束
す
る
。 

色
づ
き
始
め
た
ば
か
り
の
夏
油
、
今

が
盛
り
と
燃
え
盛
る
松
川
渓
谷
と
、

冬
の
訪
れ
を
告
げ
る
初
雪
が
残
る
八

幡
平
山
頂
、
そ
し
て
、
葉
を
落
と
し
た

木
々
の
中
で
、
終
わ
り
行
く
秋
を
惜

し
む
か
の
よ
う
に
真
っ
赤
に
染
ま
る
鳴

子
峡
の
も
み
じ
。
今
年
は
、
一
月
あ
ま

り
の
間
に
思
い
切
り
秋
を
満
喫
。
鳴

子
峡
で
は
お
兄
ち
ゃ
ん
に
手
を
ひ
か
れ

て
息
も
絶
え
絶
え
に
長
い
階
段
を
登
っ

て
い
る
と
き
に
、
「
い
い
ね
。
し
あ
わ
せ

だ
ね
」
と
見
知
ら
ぬ
人
に
言
わ
れ
、
恥

か
し
い
よ
う
な
嬉
し
い
よ
う
な
お
ま
け
も

つ
い
た
。
（親
ば
か
） 

 
  

朝
夕
の
寒
さ
も
日
増
し
に
強
く
な

り
、
遠
く
の
山
々
も
白
く
見
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
里
が
雪
化
粧
す
る
の
も
も
う

じ
き
。
私
の
楽
し
み
も
、
し
ば
し
の
休
み

と
な
る
。
春
の
日
差
し
に
誘
わ
れ
る
ま
で

…
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（Ｅ
） 

 
 
 

 新聞の写真 
 
写真が紙面に掲載されるようになっ 

たのは日露戦争の頃である。この頃ま 

での新聞は画家の書いた絵を木版に彫 

刻して印刷したものである。 

陸軍参謀本部地図彫刻師堀健吉が、 

網目写真凸版を開発して以来、新聞の 

付録・雑誌には、写真が使われたもの 

の、技術上の難点から、なかなか新聞 

に写真版を使うまでには至らなかった。 

明治 37 年１月、「報知新聞」が写真 

の掲載を始めた。 

(太陽コレクション 新聞かわら版より) 

  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー

は
会
員
が
最
近

感
じ
た
こ
と･

出

来
事
な
ど
交
代

で
担
当
し
ま
す
。

ご意見･ご感想をおまちしております 
ぴぴっと（PPT）研究会 

024-0012 
岩手県北上市常盤台 1-14-12 

TEL・Fax 0197-64-0758 
E-mail：agi＠titan.ocn.ne.jp 
ホームペジ:www.npo2000.net/~ppt/ 

 

我が家の裏は自然豊かで、暖かい時期は

小学生の自然観察･幼稚園の散歩・そしてザ

リガニ取りの穴場である。また、つがいのカモ

やキジが住んでおり、地震の前には気をつけ

ろと警告してくれた。 

最近、宅地の工事準備で下草が刈られ木

が切られている。カモたちはどこかへ行ってし

まった。時代の流れだろうか？なんだか寂し

い。 




